
隣
の
韓
国
を
見
て
、
感
じ
る

の
は
戦
後
反
日
感
情
を
国
家
的

に
教
育
、
醸
成
し
経
済
危
機
の

中
で
民
衆
は
今
、
日
本
を
悪
者

に
し
て
操
作
可
能
な
群
衆
へ
と

姿
を
変
え
て
行
く
の
を
見
て
、

民
主
主
義
は
、
外
部
か
ら
で
は

な
く
内
か
ら
の
敵
を
生
み
出
し
、

自
分
た
ち
の
存
立
を
脅
か
す
、

生
贄
を
作
り
出
し
た
の
で
す
。

「
悪
は
善
か
ら
生
ま
れ
る
」
の

で
す
。

多
く
の
工
作
員
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
含

め
）
、
北
か
ら
の
姿
が
マ
ス
コ

ミ
で
透
視
で
き
る
よ
う
で
す
。

通
貨
の
本
質
は
、
金
や
紙
幣

が
商
品
の
交
換
手
段
と
し
て
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

本
来
貨
幣
は
信
用
の
算
手
段
の

物
で
あ
っ
て
、
他
に
代
わ
り
価

値
を
提
供
し
、
会
計
と
譲
渡
性

が
満
た
さ
れ
れ
ば
金
や
銀
で
な

く
て
全
く
構
わ
な
い
で
す
。

「
Ａ
Ｉ
」
が
、
デ
ジ
タ
ル
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
金
融
自
体
を

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

１
９
世
紀
か
ら
の
資
本
主
義
自

体
が
新
た
な
「
共
有
型
経
済
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

で
「
限
界
費
用
」
は
究
極
的
に

ゼ
ロ
で
制
作
が
出
来
、
流
通
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
例

で
は
、
書
籍
の
作
家
が
電
子
書

籍
で
直
接
流
通
す
れ
ば
、
中
間

コ
ス
ト
が
な
く
な
る
の
と
同
じ

で
す
。

即
ち
、
平
和
で
あ
れ
ば
５
年
後
、

当
局
下
請
け
会
計
事
務
所
は
御

用
組
織
の
意
義
を
残
す
も
、
全

く
必
要
が
な
い
社
会
情
勢
で
す
。

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
が
述
べ
た
、

成
功
し
た
資
本
主
義
は
、
自
ら

の
業
績
に
よ
っ
て
進
歩
を
自
動

化
し
、
自
分
自
身
を
無
用
化
す

る
傾
向
を
持
つ
と
結
論
付
け
て

い
ま
す
。
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
き
延
び
れ
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
っ
て
教
育
自
体
も
変
化
の
過

程
で
す
。

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
「
創
造
的
破
壊
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

交
換
手
段
の
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は

世
界
通
貨
と
し
て
の
本
質
を
備

え
、
普
及
の
可
能
性
を
充
分
持
っ

て
い
ま
す
。
財
務
省
は
規
制
対

策
と
時
間
稼
ぎ
で
危
機
意
識
の

渦
中
で
し
ょ
う
。

言
葉
と
は
情
報
を
記
号
化
し
、

固
定
化
し
た
も
の
で
す
。

言
葉
は
そ
も
そ
も
本
人
に
従
属

し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
誠

心
誠
意
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
自

分
は
昨
日
の
人
と
違
う
の
で
す
。

結
果
、
誰
も
が
嘘
つ
き
が
普
通

で
す
。

だ
か
ら
政
治
家
は
前
に
言
っ
た

こ
と
と
違
う
こ
と
を
言
う
の
に

何
ん
の
た
め
ら
い
が
な
い
。

み
ん
な
が
言
う
嘘
つ
き
は
構
造

的
に
正
解
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
も
プ
ー
チ
ン
、
習
近

平
、
ア
ベ
も
大
嘘
つ
き
で
す
。

情
報
が
個
人
に
拡
散
し
て
い

る
が
今
日
の
世
界
状
況
で
す
。

求
心
力
、
即
ち
国
家
も
す
べ
て

分
散
化
の
過
程
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
が
変
わ
れ
ば
、
当
然
言
語
を

通
じ
て
か
ら
、
電
子
媒
体
に
人

間
の
脳
が
置
き
変
わ
り
ま
す
か

ら
、
生
物
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
が
当

然
変
わ
る
の
で

す
。
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１
月
11
日
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
記

者
会
見
で
ロ
シ
ア
の
諜
報
機
関

に
性
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
？
を
押

さ
え
ら
れ
て
い
た
と
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の

報
道
疑
惑
に
対
し
深
夜
直
接
見

て
い
ま
し
た
が
”
ん
”
の
一
言

で
す
。

私
は
つ
い
本
当
だ
と
思
わ
ざ
る

得
な
か
っ
た
。

何
と
も
言
え
な
い
低
俗
で
次
元

の
低
さ
の
対
応
を
前
に
し
て
、

１
月
20
日
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
？

が
書
く
大
統
領
就
任
演
説
は
、

誰
も
何
も
良
く
な
ら
な
い
。

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」
を
観

た
時
に
感
じ
た
、
い
つ
か
来
た

道
を
辿
る
と
思
う
。

選
ん
だ
民
主
主
義
は
、
ア
ベ
が

追
随
し
梯
子
を
外
さ
れ
た
「
ア

ホ
の
壁
」
そ
の
も
の
で
な
い
か
。

元
首
が
そ
程
度
で
あ
れ
ば
、
誰

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
命
を

懸
け
戦
地
に
行
く
か
。
プ
ー
チ

ン
が
笑
っ
て
い
る
。
金
の
た
め
？

考
え
れ
ば
分
か
る
は
ず
で
す
。

人
類
に
対
す
る
影
響
力
を
持
つ

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
世
界

に
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

世
界
の
「
角
栄
」
？
で
あ
り
ま

す
が
、
軍
事
力
と
基
軸
通
貨
を

背
に
し
て
敵
を
作
り
、
自
国
最

優
先
は
自
然
や
地
球
を
食
い
潰

す
も
の
で
す
。

人
類
の
共
通
語
は
数
学
と
音

楽
と
ア
ー
ト
（
芸
術
）
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
の
数
式
に
秩
序
も
方

則
性
や
理
想
が
見
え
な
い
、
実

に
美
し
く
な
い
。

私
に
は
何
も
聞

こ
え
な
い
し
見

え
な
い
の
で
す
。


